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朝鮮学校就学補助金 これまでの実績及び支給要件などの他市との比較 

 

管理部 学事課  

 

１ 朝鮮学校就学補助金の実績（過去 5年分） 

 

 

２ 支給要件などの他市との比較 

 

（単位：円）

補助単価
（年額）

人数 小計
補助単価
（年額）

人数 小計

R2 (2020) 140,000 11 1,540,000 140,000 4 560,000 2,100,000

R3 (2021) 140,000 11 1,446,560 140,000 1 140,000 1,586,560

R4 (2022) 140,000 6 840,000 140,000 3 420,000 1,260,000

R5 (2023) 140,000 3 420,000 140,000 4 560,000 980,000

R6 (2024) 140,000 1 140,000 140,000 7 980,000 1,120,000

32 4,386,560 19 2,660,000 7,046,560合計

伊丹朝鮮初級学校 尼崎朝鮮初中級学校
年度 総額

自治体 支給要件など

尼崎市 市内在住で、尼崎朝鮮初中級学校に在学する児童生徒の保護者、年額85,000円

西宮市 市内在住で、在日外国人学校に在学する児童生徒の保護者（所得制限あり）、年額85,000円

芦屋市
市内在住で、在日外国人学校に在学する児童生徒の保護者（所得制限あり）、学用品費等を補
助

伊丹市 市内在住で、在日外国人学校に在学する児童生徒の保護者、年額85,000円

宝塚市 市内在住で、朝鮮学校に在学する児童生徒の保護者、年額140,000円

川西市 補助制度なし（就学援助制度で支給）、年額75,600円（小学校）、115,200円（中学校）

三田市 市内在住で、在日外国人学校に在学する児童生徒の保護者、年額60,000円


